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彦根

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
に

　

２
３
０
０
人
が
舌
鼓

妹
都
市
提
携
。
中
学
生
の
相
互
留

学
や
市
職
員
の
研
修
な
ど
を
通
じ

交
流
し
て
き
た
。
姉
妹
提
携　

周

年
に
は
、
ア
ナ
ー
バ
ー
市
内
に

 

「
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
」

も
設
置
さ
れ
た
。

　

ひ
こ
に
ゃ
ん
の
海
外
訪
問
は
今

回
が
９
回
目
で
、
ア
ナ
ー
バ
ー
市

は
初
。
現
地
に
は　

〜　

日
ま
で

滞
在
し
、 　

周
年
の
記
念
植
樹
に

参
加
し
た
ほ
か
、
世
界
２
位
の
規

模
を
誇
る
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
タ
ジ
ア

ム
や
同
大
の
自
然
史
博
物
館
、
小

学
校
な
ど
を
訪
問
し
た
。
現
地
で

は
愛
く
る
し
い
ひ
こ
に
ゃ
ん
を
間

近
に
、
市
民
か
ら
「
心
を
奪
わ
れ

た
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
た
と
い

う
。【
彦
根
通
信
部
・
西
村
浩
一
】

指揮者の大植さんが公開レッスン
中学・高校の吹奏楽部員を対象に

ひこにゃん、
米国アナーバー市を訪問

ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
市
使
節
団
が
来
訪

 

ド
イ
ツ
の
若
者
が
日
本
文
化
を
体
験

ト
ー
リ
ー
が
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」

な
ど
と
笑
顔
で
語
り
か
け
、
部
員

た
ち
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
担
当
の
中
学
生
は
、

 

「
曲
に
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が

で
き
、
音
が
出
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　
　
【
長
浜
通
信
部
・
若
本
和
夫
】

　

ド
イ
ツ
を
拠
点
に
国
際
的
に
活

躍
す
る
指
揮
者
、
大
植
英
次
さ
ん

が
長
浜
市
内
の
中
学
、
高
校
の
吹

奏
楽
部
員
を
指
導
す
る
「
公
開
レ

ッ
ス
ン
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
９
月

　

日
、
同
市
内
保
町
の
浅
井
文
化

ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

　

市
立
高
月
中
、
虎
姫
中
、
西
中

と
県
立
虎
姫
高
、
長
浜
北
高
の
吹

奏
楽
部
員
計
１
０
６
人
が
参
加
し
、

プ
ロ
奏
者　

人
も
支
援
の
た
め
演

奏
に
加
わ
っ
た
。
レ
ッ
ス
ン
曲
は

中
学
生
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
歌
劇「
ロ

ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
の
「
エ
ル
ザ
の

大
聖
堂
へ
の
行
進
」
、
高
校
生
は

フ
ン
パ
ー
デ
ィ
ン
ク
の
歌
劇
「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
第
２
幕

の
前
奏
曲
。
大
植
さ
ん
は
「
綿
菓

子
の
よ
う
に
優
し
く
吹
い
て
」「
オ

ペ
ラ
形
式
の
曲
な
の
で
音
楽
に
ス

　

団
員
た
ち
は
滞
在
中
、
藤
井
勇

治
市
長
を
表
敬
訪
問
。
今
年
５
月

に
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
市
を
訪
問
し

た
藤
井
市
長
は
「
両
市
の　

年
に

わ
た
る
友
好
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
長

浜
の
ま
ち
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
団
長
の
イ
ン
ゲ
・

ツ
ー
レ
ー
ガ
ー
さ
ん
は
「
美
し
い

琵
琶
湖
の
ほ
と
り
で
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
温
か
く
歓
迎
し
て
く

れ
た
。
日
本
の
お
も
て
な
し
に
深

い
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
た
。【
長
浜
通
信
部
・
若
本
和
夫
】

　

彦
根
市
の
姉
妹
都
市
、
米
国
ア

ナ
ー
バ
ー
市
で
９
月　

日
、
提
携

　

周
年
を
記
念
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
開
催
さ
れ
、
彦
根
市
を
代
表

し
て
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
が
出
席
し

た
。

　

両
市
は
１
９
６
９
年
３
月
に
姉

10

21

11

21

19

か
ら
も
、
三
重
県
の
伊
勢
角
屋
や

名
古
屋
市
の
ワ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
５
社
が
参
道
沿
い
に
ブ
ー
ス
を

出
し
て
、
ビ
ー
ル
を
提
供
。
一
方
、

「
花
・
笑
家
」
や
「
フ
ク
モ
ト
」
な

ど
市
内
の　

の
飲
食
店
も
軒
を
並

べ
、
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
と
な
る
料

理
を
販
売
し
た
。

　

実
行
委
員
の
安
斎
和
真
さ
ん
は

 

「
１
５
０
０
人
く
ら
い
を
期
待
し

た
が
、
は
る
か
に
上
回
っ
た
。
参

加
し
た
ブ
リ
ュ
ワ
リ
ー
か
ら
も
好

評
で
、
来
年
も
開
催
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。【
彦
根
通
信
部
・
西
村
浩
一
】

　

少
量
生
産
な
が
ら
コ
ク
や
香
り

に
特
徴
の
あ
る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

の
県
内
外
の
醸
造
会
社　

社
を
集

め
た
「
び
わ
湖
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

祭
り
」
が
９
月
８
日
、
彦
根
市
尾

末
町
の
県
護
国
神
社
の
参
道
で
開

か
れ
た
。
県
内
初
の
本
格
的
な
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
で
、
市

内
外
か
ら
約
２
３
０
０
人
が
参
加
、

秋
晴
れ
の
下
、
豊
か
な
味
わ
い
を

楽
し
ん
だ
。

　

県
内
か
ら
は
、
近
江
八
幡
市
の

二
兎
醸
造
や
甲
賀
市
の
び
わ
こ
い

い
み
ち
ビ
ー
ル
な
ど
５
社
。
県
外

10

23

ブースをめぐってさまざまなビールを楽しむ参加者たち

　

ド
イ
ツ
・
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
市

の
青
年
使
節
団
が
９
月　

日
か
ら

　

日
ま
で
の
５
日
間
、
姉
妹
都
市

の
長
浜
市
を
訪
れ
た
。
両
市
は
１

９
５
９
年
４
月
に
姉
妹
都
市
と
な

り
、
今
年
で
提
携　

周
年
と
な
る
。

　

使
節
団
メ
ン
バ
ー
は　

人
で
、

市
職
員
の
団
長
、
副
団
長
以
外
は

　

代
か
ら　

代
前
半
の
若
者
ば
か

り
。
団
員
た
ち
は
長
浜
市
内
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
竹
生
島

や
黒
壁
ス
ク
エ
ア
な
ど
市
内
の
観

光
名
所
を
見
学
し
、
稲
刈
り
や
茶

道
な
ど
も
体
験
し
た
。

60

50

藤井市長（前列中央）と記念写真に納まるアウクスブルク市青年使節団のメンバー
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60

県
護
国
神
社
で

50

19

クリストファー・テイラー市長に記念品を渡すひこにゃん（彦根市提供）

中高生を指揮する大植さん
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--------------------------------------------------------------

100%富良野産男爵いも

富良野産のジャガイモと日高産バターの

絶妙なハーモニー。湯せんかレンジで温

めるだけで簡単に食べられます！

5個入り650円
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

この甘さ︕、この食感︕一度食べればわかります。
夜が明ける時間から新鮮なトウモロコシを採り、2～3時間
のうちに加工、独自の真空レトルト加工で作られています。
採れたてのシャキシャキ食感、通常のレトルトのとうもろこ
しと全く違います。また、白いとうもろこし“ホワイトショコ
ラ” の驚くべき甘さを、そのまま味わうことができます。
一口食べた瞬間にその違いがわかります。

1本460円
1,320円

1袋当たり440円

北海道由仁町産☆喜井ファーム
これ本当にレトルト︖驚きの甘さ︕驚きのシャキシャキ感︕

3本
セット

2,100円
1袋当たり420円

5本
セット

北海道森町名産・北海道の郷土料理

2尾入り750円

函館近海産の新鮮なイカと北海道

産のお米にこだわり秘伝のタレを3
度くぐらせ、醤油の味がしみ込んだ

こだわりの逸品。湯せんかレンジで

温めるだけの簡単調理。

蘭越町は、羊蹄山・ニセコ連峰に
囲まれ、道内でも温暖な気候が特
徴。最高の環境で育まれ、さらに
農薬や肥料の使用を通常の50％
以下に抑え、厳しい基準をクリアし
た特別栽培米の「らんこし米」をお
届けします。

≪もちもち派には特にお勧め≫----------------------------------------------

通常3,560円の
↓↓最高級米が↓↓

H30年蘭越産特別栽培米

※お一人様2袋まで
実は・・・デパートの北海道展でらんこし米ゆめぴりかは、
5ｋｇ4,000円以上で売らるほどのお米です。今回は、読者様
限定＆期間限定ででそれよりもお安くご提供いたします。
この機会に是非北海道の最高峰米をご堪能ください

彦　根　彦根市立花町 2 - 73         ☎FAX 0749-22-1213
彦根南　彦根市大藪町 2034           ☎     0749-22-9276
彦根城東　彦根市地蔵町 120 - 105   ☎     0749-26-9673
彦根東部　彦根市高宮町 2097 - 6     ☎     0749-26-4678
長　浜　長浜市小堀町 347 - 5      ☎     0749-62-0954

10/26  17 時 以降
順次10/31

物流関連の諸事情により、発送が遅れる場合があります。

申込
締切

商品
発送

送料無料・税込価格・当販売所がお届けします！

産直 うまいもん便さんちょく


